
 

学校名　三原市立大和中学校

改善方策

     10月       2月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

基礎・基本の定
着を図るため，
授業改善を推進
する。

①授業がよくわかるという生徒
アンケートの肯定的評価
【研究】
②月２回の個別指導実施
【教務】

80%

80%

89%

100%

91%

100%

113%

125%
A

①「授業がわかりやすい」の肯定的評価
が91%で高かった。
②放課後，個別指導で基礎的な問題を繰
り返し行ったことにより，定期試験で得点
が上がった生徒もいる。

①引き続き，技能，思考・判断・表現に
ついて，目標を明確にして授業改善を
進めていく。
②個別に取り組むことができるよう，自
主ノートを活用して，個々の習熟に応じ
た支援の仕方を工夫する。

○

学習習慣を身に
つけ，学習意欲
を高める指導と
評価の一体化を
図る

①授業や家庭学習で何に取り組
めばよいかわかっているという生
徒アンケートの肯定的評価【研
究】
②自主学習に取り組んで成果を
感じるという生徒アンケートの肯
定的評価【研究】

80%

80%

76%

80%

83%

78%

103%

97%
B

①「授業や家庭学習で何に取り組めばよいかわ
かっている」は83%であったが，低学力層の生徒
は，取り組む内容が明確になっていない。
②「自主学習に取り組んで成果を感じる」は78%
であった。一方，自主学習でできていない問題
をそのままにしており，対策が不十分であるとい
う課題がある。

①自主ノートで取り組むべき基礎
的な内容を教員が示し，繰り返し
演習するように指導する。
②家庭学習だけでなく，授業の中
でも習熟度に合わせた自主学習を
充実させる。

○

生徒理解に努
め，生徒支援委
員会を充実させ
る。

①学期１回のアンケート及び
個別面談の実施【生徒指導】
②週１回の生徒支援委員会実
施【生徒指導】

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%
A

① いじめアンケートを毎学期に１回実施
し，それに係る個人面談を行った。
②生徒支援委員会は1/27現在で30/35を
実施。概ね毎週実施している。SCからの
助言を得たり，SCによる全生徒対象の面
談を計画的に実施したりして生徒理解に
努めた。

①来年度も年３回のいじめアンケートを
実施し，実施後は個人面談を迅速に行
う。
②今後も委員会を時間割に位置づけ，
計画的に実施する他，実態に応じて適
宜委員会を開催し，生徒理解に努め
る。今後も委員会等でSCの助言を受
け，教育相談体制を充実させる。

○

自己実現力を高
めるキャリア教
育を充実させる。

①自己肯定感についての生徒
アンケートの肯定的回答【研
究】
②学校での学びが，社会とつ
ながっているという生徒アン
ケートの肯定的評価【研究】

80%

80%

76％

83％

78％

83％

98%

104%
B

①「自分には良いところがある」は77%，「自分の
よさが周りから認められている」は79%であった。
幼い頃から互いによく知っている面はあるが，
幅広い意味での自己理解・他者理解が課題で
ある。
②企業による出前授業を数回行ったことで，授
業で学んだことと社会とのつながりに気づく生徒
がいると考えられる。

①他者からの肯定的評価をフィードバッ
クする場（発表へのコメントなど）を設け
る。
②今後も企業による出前授業を色々な
学年で実施することで，社会とのつなが
りを実感できるようにする。

○

心身の健康を維
持するため，体
力つくりや食育を
推進する。

①生徒アンケート項目（新体
力テスト又は学校評価）「運動
することが好き」の生徒の割合
【体育科】
②「自分で作るお弁当の日」ア
ンケートにおける肯定的回答
の割合【家庭科・養護】

80%

90%

90％

-

92%

95%

11５%

95%
A

①男子は100%，女子が85％の肯定的回答であ
り，目標値を上回った。男女共修の影響もあり，
集団づくりも授業づくりの課題となる。
②10/29（土）に実施。「食に対する関心が深まっ
た」90％，「食材や食事に関わっている人への感
謝の気持ちが深まった」89%の肯定的評価が得
られた。また，食育や健康教育についての保護
者の肯定的評価は97%だった。

①個々に課題を提示したり，運動を選
択したりするとともに，仲間とかかわり
合いながら活動できる場を設定してい
く。
②今後も継続して取り組む。生徒には，
給食や関連教科での学習など，当日ま
での取組を，保護者には，事前事後の
説明および情報提供を充実させる。

○

・授業や部活動における人間関係を大
切にしてほしいです。
・無理のない中での弁当づくりが大切に
なってくると思います。
・自分でお弁当をつくることは，食に関
する意識の向上以外に，家族に対する
感謝の気持ちを醸成するうえでも大変
よい取組だと考えます。

園・小・中連携を
充実させる。

○各部会のつけたい力につい
ての生徒アンケートの肯定的
評価【教頭】

80% 89%
平均
86%

108% A

早起き81%，朝食94%，履物そろえ97%，あ
いさつ93%は高いが，家庭学習の習慣が
身についていない生徒や読書時間が短い
生徒がいる。

園小中の部会で課題を整理し，園
小中で連携した取組を行う。 ○

地域に貢献する
体験活動や自治
活動を推進す
る。

①年２回以上，地域貢献活動
の実施【生徒指導 】
②生徒会（執行部）による「校
則見直し」に向けての，月１回
による活動の実施【生徒指導】

100%

100%

約50%

75%

約80%

100％

約80%

100％
B

①夏休みに野球部と陸上部が学校近郊のゴミ
拾いをした。2年生の職場訪問の際に，お世話
になった地域の企業，施設に，学校で育てた花
の苗を届けた。10月に赤い羽根募金を行った。
12月に1，3年生が花の苗を植えた。
②生徒会執行部で校則改正案を作成し，臨時
生徒総会を開いて承認され，校長へ提出し了承
された。教職員は校則の見直し案を協議した。
今後保護者に周知し，2月中旬以降に改正予
定。

①他の部活動については，コロナ禍で
思うように活動ができていないが，3学
期末までに学校周辺の道路のゴミ拾い
清掃活動等の活動を行う予定。
②来年度も，生徒自身に校則の意義を
理解させた上で，校則について意見を
持てるような取組を生徒会を通じて継
続し，規範意識の醸成を図る。

○

業務改善を行
い，働き方改革
を進める。

①時間外勤務が月45時間以
内の職員の割合（年平均）
【教頭】
②週２日の部活動休養日及び
定時退校日の実施【教頭】

80%

100%

66%

100%

65%

100%

81%

100%
B

①４月から１２月の平均。毎月５名程度が45時
間を超える。研究発表や成績，分掌の業務によ
るところが多い。
②週２日の部活動休養日は実施できた。定時退
校日についても提示して，呼びかけた。

①採点のテストの持ち帰りの頻度は
減っているが，全体の割合は変わらな
い。早期退校の呼びかけ，業務への優
先順位の設定等の呼びかけを継続して
行う。
②継続して実施する。

○ ○

信
頼
さ
れ
る
学
校

地域・保護者と
連携を深める。

〇大和３部会（R4年７月より，園小中連携教
育推進協議会に変更）で園小中の連携を図
り，15歳で身につけたい力を部会で共有し，
つけたい力の定着に取り組む。

・園小中の連携した取組をしっかり立
て，それがよい方向に行くようお願いし
ます。
・校則については生徒や保護者が納得
できるようお願いします。先生方の意見
もしっかり入れてください。
・まず，先生方が元気でやってくださる
ことが望みです。先生方が一人一人の
先生方にしっかり目を向け，お互いアド
バイスをお願いします。
・地域貢献活動は，郷土愛を育てる上
で，きわめて大事な取組であると考えま
す。但し，勉学とのバランスも大事で
す。年２回の取組は妥当な回数と考え
ます。
・教職員の時間外勤務45時間以内へ
の取組については，形式的な取組では
なく，業務の抜本的見直しによる削減
が必須と考えます。貴校の対策の継続
的取組を期待します。
・次年度，重点を決めて効果的，効率
的に園小中連携をすすめたい。
・自助努力や校内だけでは解決できな
いものです。国の対策など職員のため
の人的物的環境整備など行政の対応
を望んでいます。
・校則は改正すべき点がどれくらいある
のか。

①自分たちが生活しているふるさと大和
町への地域貢献活動に地域・保護者と連
携し取り組む。
②生徒会活動において，ルールやその意
義を考え，自治による改善を図る活動を
進める。

①業務改善について日課を見直すなど校
内の体制やルールを整理し，改善を図
る。
②部活動休養日・定時退校日を計画，完
全実施する。

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体

積極的生徒指導
の推進と心身の
健康の増進を図
る。

①いじめアンケートの実施後に，個人面
談週間を実施して生徒理解に努める。
②ＳＣと連携し教育相談の体制や取組を
充実させる。

・アンケートからの個人面談において
は，アンケートに記入できな子もいるの
ではないか。その辺りをしっかり聞いて
やって欲しい。
・支援委員会が更に機能するようお願
いします。
・自分が認められる学級づくりをいろい
ろ工夫してやってください。また担任が
一日に一回は全員へのことばかけをお
願いします。
・いじめ対策として，「生徒支援委員会」
による取り組みは素晴らしいことだと思
います。今後とも継続実施を期待しま
す。併せSCによる支援も大事だと考え
ます。
・自己肯定感が少し低いのではない
か。生徒の良さ，優れているところを評
価し伸ばしてやることが自信につながる
のではないかと考えます。
・授業の中で，豊かな心を育める授業
改善を小中でいっしょに進めたい。
・安心・安全な学校づくりが基礎となり，
生徒が健やかに成長している大和中学
校を実感しています。

①協働的な学び合いや異学年交流・外部人
材の活用により，多様な人との交流を通して，
自己・他者理解を進め，人間関係を広げ，自
己を表現する力を育てる。
②小中が連携し，地域・企業と連携したキャリ
ア教育のカリキュラムを開発し，実践する。

①保健体育科の授業や部活動，学校行
事において運動に親しむ態度を育成し体
力の向上を推進する。
②「自分で作るお弁当の日」を通して食に
対する関心を高め，感謝の心を育む取組
を図る。

ｊ
評価

ｋ
結果と課題の分析

n
改善方策

l   評 価 m
コメント

確
か
な
学
力

基礎・基本の定
着・向上を図り，
活用する力を育
成する。

①意図を持った研究授業及び研究協議会を
通して全教科の授業力向上に努める。
②標準学力調査の正答率40％未満の生徒へ
の個別指導を月に２回以上取り組む。

・個別指導の成果が上がっていること
は好ましい。今後も，この取組を続けて
ほしい。
・自主学習については指導者がどう支
援していくかが大切になってくると思う。
先生方の取組に期待します。
・「授業がわかりやすい」肯定的評価が
高い。授業がわかりやすいことは学力
向上のポイントだと考えます。先生方の
ご努力に敬意を表します。
・次年度，個別最適な学びを小中で
いっしょに進めたい。小学校の責任大
です。
・先生方の授業力向上についての熱意
を感じます。
・スモールステップでの評価の積み重
ねが学習意欲を高めていることがわか
りました。

①授業や家庭学習で取り組むことを明示
した評価基準を事前に明示する。
②スモールステップで，やりきったことを
評価し，指導と評価の一体化を進める。

評価計画 自己評価 学校関係者評価

c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標 ｅ　目標達成のための方策 ｆ　評価項目・指標
ｇ

目標値
ｉ

達成度

令和４年度　　学校評価表 （　最終 　） 校番（　30　）

ａ　学校教育目標
学び，高め合い，認め合う大和中生

～夢や目標を抱き，地域・社会に貢献する
生徒の育成～

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

【ミッション】（自校の使命）社会のために役立とうとする志を持つ生徒の育成

【ビジョン】（自校の将来像）夢を抱き，基礎基本を身に付け，心豊かで郷土から頼りにされる生徒の通う学校

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。
ロ：自己評価は適正でない。
ハ：分からない。

別紙様式１


